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ゆたかな心をはぐくむゆたかな心をはぐくむ
140 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権人権ののひろばひろば

「アマビエプロジェクトの交流で、病院の患者さんたちと
励ましあっています」 武蔵ヶ丘中学校　人権委員長　菊川　凜

りん

　
　　　　　　　　　副委員長　福留　紗

すず
菜
な

　2016（平成28）年12月には、国において「部落差別解消推進法」が施行されています。また、今年の６
月には1995（平成７）年に制定された「熊本県部落差別事象の発生の防止及び調査の規制に関する条例」が
全部改正され、「熊本県部落差別解消推進条例」が制定・施行されました。そして、菊陽町でも2020（令和
２）年９月11日、町議会の審議を経て「菊陽町部落差別の解消の推進に関する条例」が施行されました。条
例は以下の６条の内容です。第１条の目的は全文ですが、以下は抜粋になります。　　　　　　
　第１条（目的)　この条例は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部落差別
に関する状況の変化が生じていることを踏まえ、部落差別の解消の推進に関する法律（平成28年法律第
109号。以下「法」という）の理念にのっとり、部落差別の解消の推進に関し、基本理念を定め、町の
責務を明らかにするとともに、相談体制の充実等について定めることにより、部落差別の解消を推進し、
もって部落差別のない社会を実現することを目的とする。

　第２条（基本理念）　全ての町民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重される
　第３条（町の責務）　町は部落差別の解消の推進に関する施策を講ずる責務を有する
　第４条（相談体制の充実）　町は部落差別に関する相談に的確に応ずる相談体制の充実を図る
　第５条（教育及び啓発）　町は部落差別の解消を推進するために必要な教育及び啓発を行う
　第６条（調査の実施）　国が行う部落差別の実態に係る調査に協力する
　部落差別について正しく理解するとともに、自らの問題とし、差別をなくす行動につないでいきましょう。

「菊陽町部落差別の解消の推進に関する条例」施行
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人権啓発標語 「いっしょにあそぼう　ともだちすくう　まほうのことば」
菊陽中部小学校　１年　前村　昇

しょうき

希

　新型コロナウィルス
感染拡大のために、在
宅医療を必要とする患
者さんたちが、孤立し
てしまっていると、武
蔵ヶ丘団地そばの清藤
クリニックのお医者さ
んから教えてもらいま

した。そこで、わたしたち武蔵ヶ丘中学校人権委員会
では、『アマビエプロジェクト』を立ち上げ、アマビ
エの塗り絵に一言を添えて、患者さんや老人会の高齢
者のみなさんに塗り絵を届けていただきました。
　先日、お手紙を送った患者さんたちから、たくさん
のお返事をいただきました。お返事の中には、「元気
づけられました」「笑顔になれました」「前向きに生き
ていこう！」など、わたしたちも嬉しくなるような温
かいメッセージがたくさん寄せられました。一つ一つ
のお返事を読むと、とても素敵な絵を描いてくださっ
た方、一生懸命にペンを握ってお返事を書いてくだ

さった方、看護師さんなどに代筆してもらってメッ
セージを届けてくださった方がいることがわかりまし
た。高齢や病気のためにえんぴつを握るのもとても大
変だということも、今まで知らなかったし、気づきま
せんでした。
　コロナで地域の人との交流が制限されているので、
できないことなど不自由なことも増えました。しかし、
今まで関わりのなかった人たちと出会うことができた
ので、アマビエが何か大切なことに気づかせてくれた
ように感じます。アマビエのお手紙を通した励まし合
いは、とても心が温まり、みんなが幸せを育むことが
できると感じました。それに、自分へのお返しの手紙
を見つけた時には、すごくうれしかったです。お互い
励ましたり励まされたり、コロナ状況の中にも改めて
感じる言葉の大切がありました。
　いただいたお返事には、委員会のみんなで更にお返
事を書きました。この活動を通して、いのちの大切さ
や、人を思いやる心がつながっていったらいいなと
思っています。

部落差別のない菊陽町・社会の実現に向けて、　
　　　わたしたちみんなで取り組んでいきましょう。

励まし合いの手紙を指し示す
福留さん（左側）菊川さん（右側）

2020（令和２）年９月11日

むし歯ゼロを目指して！
　本校では、むし歯などの治療率の向上に取り組んで
います。その一環として、10月８日に、４年生を対
象に菊池郡市歯科衛生士会の講師による、「ブラッシ
ング指導」を行いました。歯の役割やむし歯や歯周病
の成り立ちを学習した後、歯垢を顕微鏡で映した動画
を見ました。むし歯や歯周病の予防には歯磨きが大切
であり、自分に合った歯ブラシの選び方を学びまし
た。「もっとていねいに歯磨きをしようと思った。」と
いう感想が多く見られ、自分の歯は自分で守る意識が
高まりました。

マスクをした状態でのブラッシング指導


